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1 文学を読むということ

作家で芥川賞の選考委員も務めた船橋聖一（1931）

は、「最後的には、読者の想像力を待つことなくして

は、文学はその機能を停止しなければならなくなる」

という言葉を残している1。文学の読みは本来自由な

ものであって、作者の思いによって束縛されるもので

はないというのである。

教室で展開される文学教材の読みの指導も、教育方

法の変遷として概ねその方向、即ち「教材を絶対視し、

その読解を目的にする」ことから「学習者一人一人の

個性的な読みを目的とする」方向に進んできていると

言ってよいだろう2。

それはもちろん、戦後もてはやされた経験主義に回

帰するということではなく、あくまで国語科の「言語

の教育」としての立場を前提にした流れである。学習

者の読みが豊かに深化するためには、読み手の側に文

学を「読む力」が必要であり、また、それを育むのが

国語科の使命であることは疑うべくもないであろう。

読みの自由は、その力の上に成り立つのである。

では、読む力とは具体的にはどのような力を指すの

であろう。またそれを育むために授業者は何をすれば

よいのであろうか。

文学作品は、構成面で言えば「物語の起こり－山場－

結末」と展開し、人物の会話や行為の描写、情景の描

写、また語り手のことば等によって、作品世界を創り

出している。学習者側から見れば、それらすべてが想

像を膨らませる手掛かりとなるものである。それらを

感じ取るセンサーが敏感であればあるほど、個々の読

みは、質の高い豊かな読みになるだろう。それはまさ

に「読解」を基本とした学習指導に求められる内容で

ある。

2 読解と読書

文学作品の「読み」と言う場合、「読解」と並んで

「読書」もまたその大きな要素となる。無論「読書」

は、国語科という教科の枠には収まりきらない活動で

ある。理科の学習に関わって図鑑を調べたり、社会科

に触発されて歴史物語を紐解いたりするのもすべて、

その中に包含される。読書は「精神の糧」「心の栄養」

などとも呼ばれる大きな存在である。

それでも、国語科の文学を読むという学習において、

この「読書」は積極的に扱われている。それは、読む
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という行為が、ことばの獲得を目指す国語科において

はとりわけ重要な位置にあるからである。また、非文

学と比べ、ストーリー性、虚構性の高い文学との出会

いは、乳幼児期から「読み聞かせ」の形で始まり、児

童期にあっても文学作品と親しむ機会が多いからであ

る。

その「読書」の学習指導要領上の位置づけは、平成

20年版と現行の平成29年度版では異なっている（図

1）。旧版では、読むこと領域に「読解」と「読書」が

言わば同居し、その関連性を密に保っていた。しかし

現行版では、「読書」は「知識及び技能」の中に置か

れ、形の上では国語科の学びの土台となって、「読む

こと」領域だけでなく、他の「話すこと・聞くこと」

「書くこと」領域ともつながりのある位置づけになっ

たのである。これは、教育課程全体に「知識及び技能」

という枠組みをつくって統一しようとしたために生ま

れた構造なのであって、国語科の学習指導にかかる方

針の一大転換とは考えにくいものである3。

それ故に、教科書の紙面には、この枠組み変更にか

かる変化は見られない。現在使用されている教科書も、

平成20年度の学習指導要領に沿って編集されていた

旧版と変わらず、「読書」を重んじ、また「読解」と

「読書」をつなぐ様々な工夫がなされている。

表1は、全国的に採用数の多い光村図書と東京書籍

（いずれも第4学年用）について、現行版（H31検定

済）と旧版（H26検定済）とで、文学教材の「読解」

と「読解」をつなぐ仕組みを整理したものである。そ

の仕組みはⅠ～Ⅳの4種類ある4。

Ⅰは「読書に特化した単元」である。2社の教科書

では、2単元ほどを配置し、光村図書ではその中に読

書体験のための教材文を置き、東京書籍では約40冊

もの図書（表紙）を並べて紹介している。（この教材

文や図書には非文学も含まれる）

Ⅱは「文学教材の後に置かれる図書紹介」である。

同じ作者の作品を並べるケースが多く、中でも本編が

シリーズ化された作品の一つである場合などには、そ

の作品群から選ばれることが多い。また、『一つの花』

（今西祐行）のような平和教材の場合には、その「平

和」をテーマとした図書を集めて提示する場合もある。

その場合には、非文学も交じる。なお、「あなたと同

じくらいの登場人物が出てくる物語（光村）」、「力を

合わせる物語（東書）」「人物の気持ちが大きく変化す

る物語（東書）」など、別の視点から読書活動を広げ

る工夫を凝らす例もある。

Ⅲは、文章のある教材等から「独立して置かれる図

書紹介のページ」である。これは、年間指導計画では

長期休業の前に置かれることが多く、光村の現行教科

書では、39冊もの図書が紹介されている。無論、非

文学も含まれる。表紙・題名・作者だけでなく、あわ

せて作品の冒頭を数行示した例もある。続きが読みた

くなる心理を揺さぶる試みとして評価できる。東書で

は、これに当たるページはないが、Ⅰの中にほぼ同数

の冊数紹介を含んでいるので実質的に同じことである。

Ⅳは、いわゆる「付録」のページへの「読書」用文

章の掲載である。2社ともに、本編の読解単元に関連

して読めるよう、シリーズ本を載せている。光村は本

編「白いぼうし」の主人公、松井さんが登場する「山

ねこおことわり」であり、東書の場合は、本編教材

「世界一美しいぼくの村」のシリーズ話を置いている。

これらは、本編の「読解」教材だけでは気づきにくい

人物相関や時代背景等々の発見につながり、フィード

バックして「読解」の厚みが増す効果が期待される。

また同時に、「読書」の世界の魅力へと通じる道を拓

くものとなっている。
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図1 小学校学習指導要領・国語における「読解」「読書」
の位置づけ

表1 国語教科書における文学教材の「読解」と「読書」



3 小学生の読書の実際

子どもの読書活動の実態については、文部科学省等

の政府機関を始め、地方自治体や教育関係の企業等が

多くの調査を実施している。それらの具体をここで紹

介することは差し控えるが、総合的に言えることは、

小中学生の読書量（冊数等）は近年増えているが、高

校生では横ばいであり、その不読率（一月あたり0冊

と回答した数等）はおよそ半数を占めるということで

ある5。小中学生に関して改善傾向が認められるにも

かかわらず高校生の読書の状況が好転しないのである

から、小中学校時代の読み方が読書習慣として定着し

ていないと考えてよいだろう。

小中高ともに、朝読書（多くの場合10分程度の自

由読書）の活動を実施しており、これが小学生の読書

量の数値を引き上げているのではないかとの指摘があ

る6。中高生の読む本に比べ、小学生では10分で読

めてしまうような図書も少なくないというのが、その

理由であろう。一方で、家庭生活の中で読書をする時

間は、小学生にあっても激減しているという結果が報

告されており7、決して「読書」生活について安心で

きる状況ではないことは明らかである。家庭にあって

本を読まないのであれば、定着しないのは当然である。

こうした背景には、ゲームやLINE等に夢中になっ

ている子どもの実態があることは疑うべくもないが、

学校教育における課題としては、小（中）学校の教員

が、形式的な指導（朝読書の設定等）はするものの、

本質的な読書指導、すなわち本の面白さ・奥深さに気

づかせ、浸らせるような導き方ができていないことも

あるだろう。それは、国語科に限って言えば、読解指

導と読書指導をどう構成するかという問題に他ならな

い。

萬屋（1991）は、「国語科では、読解指導中心で終

わり、読書指導への発展指導がなされていないことが

多い」ことを問題にしている8が、その指摘から30

年以上が経過した現在でも、その傾向は続いている。

表1にも示したように、教科書には「読書」活動を充

実させるための一定の仕掛けが講じられているものの、

それを積極的に活用しようとする教員はまだまだ少な

いのが現実である。教科書において、主立った文学作

品は「読解」を目的とした単元に置かれ、国語科にお

ける「読解」指導の優位性は変わらないことも、その

一つの要因と考えられる。

教育現場における「読書」指導と言えば、新年度や

長期休暇直前の学校図書の貸出指導、また先に述べた

朝読書のように「読解」指導と無関係に設定されたも

のを指すことが多い。とりわけ国語科の「読むこと」

指導においては、「読解」と「読書」の乖離が問題で

ある。

4 本研究の目的および方法

本研究では、読む力を「読解」と「読書」が融合し

たところに育つものであると仮定し、その実現性と効

果について調べることを目的とする。具体的には、小

学校国語科教科書に掲載された文学教材「スイミー」

（レオ・レオニ作／谷川俊太郎訳）の実践指導例（2022

年1月実施、小学1年生）を通じて検討する。

第5～8節に挙げるのは、教科書に準備された、「読

解」と「読書」をつなぐ表1－Ⅱの仕掛けを生かし、

さらに発展させて取り組まれた事例である。「読解」と

「読書」が融合する効果については、学習中の子どもの

発言記録から検証を行う。

この実践で使用される教材「スイミー」は、Leo

Lionni原作『Swimmy』の谷川俊太郎による邦訳絵

本『スイミー ちいさなかしこいさかなのはなし』を

東京書籍が小学1年生の教科書に採録したものである。

紙面の都合上、原作・訳本通りの絵がそのまま使用さ

れているわけではなく、トリミングされたり、縮めら

れたり、省略されていたりする。

この物語は、日本においては、小魚たちが力を合わ

せて大きな怖い魚を追い出す協力・団結の話として価

値づけられることが多いが、個人主義が重んじられる

西洋諸国では、独りぼっちになったスイミーが、多種

多様な生物たちと出会うことで「黒さ、賢さ、泳ぎの

速さ」という自分の良さに気づく自己発見、自己実現

の話として浸透している9。

5 実践の視点と単元の概要

小学校学習指導要領「国語」の目標（第1・2学年）

には「言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読

書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おう

とする態度を養う」とある。このように、指導要領に

は「読書」の重要性が説かれているものの、教育現場

では数少ない物語文を学習するだけで終わってしまう

指導によって、読書の楽しさを味わうところまで至っ

ていない子どもたちが多い。

子どもが「読書」をする際の喜びについて、松居

（2002）は、「先生の声で語られる絵本を友だちみんな

でいっしょに聴く」行為は「イメージが拡がり実感が

湧く」ものであり、「“共に居る”喜びを身体一杯に体

験してきた子どもは、他人の生命を平然と奪うような

－25－



人間にはならない」と断言する10。松居の求める一体

感のある読みは、集団学びの場である学校の授業にお

いても目指されるべきものであろう。瑞々しい感性を

もった小学1年生であればなおのこと、驚き、喜び、

落胆等を学級で共有するような「読書」的な読みの実

現が求められよう。

こうした現場の課題と、それを解決する手がかりと

なりうる松居の指摘に導かれて、本単元を以下の通り

設定する。

【単元の概要】

単元名：いろんなレオ・レオニ作品から「お話の花ま

る（好きなところ・発見）」を見つけよう

教材名：「スイミー」（東京書籍1年下巻）、レオ・レ

オニの他作品ほか（詳細は後述）

授業者：山下朋子（指導教諭）

学習者：1年生（32名）

単元目標（学習指導要領との関係も示したもの）：

・読書に親しみ、いろいろな本があることを知ること

ができる。〔知識及び技能〕（3）エ

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて読むこ

とができる。〔知識及び技能〕（1）ク

・内容の大体を捉え、文章の内容と自分の体験を結び

つけて，お話の好きなところを見つけることができ

る。〔思考力，判断力，表現力〕C（1）イ・オ

・楽しんで読書をし、物語の好きなところや考えを伝

え合おうとする態度を養う。〔学びに向かう力・人

間性等〕

指導計画：

第一次（第1時）

・今まで読んできたおすすめの本を紹介して、学習の

見通しをもつ。

・「スイミー」の読み聞かせを聞き、粗筋や感想を交

流する。

第二次（第2～10時）

・物語の好きなところ（「花まる」）を見つけるため、

5場面（設定・展開①②・山場・結末）に分ける。

・挿絵を分類して物語の構造を視覚的に捉え、海の深

浅、また時間の流れについても考える。

・スイミーのしたこと、話したこと、見たものを確か

めながら読む。スイミーになり切って気持ちを想像

し、「お話の花まる」を見つけ合う。（場面ごとに繰

り返す）

・展開②（海の底で多様な生き物と出会う場面）では、

図鑑や絵本（第7節に詳細）も読み、その想像を広

げる。

・「花まる」の場面が同じ者同士、違う者同士で交流

し、全体でもその魅力について伝え合う。

第三次（第11～15時）

・レオ・レオニの絵本を読み、その「花まる」を見つ

けて交流する。

『じぶんだけのいろ』『あおくんときいろちゃん』

『せかいいちおおきなうち』『あいうえおの木』『ニ

コラスどこにいってたの』『アレクサンダとぜん

まいねずみ』『フレデリック』『さかなはさかな』

（8種、計43冊）

6 本単元に至る過程としての読書体験

絵本は文字と挿絵によって構成され、それらを合わ

せてを読むことで、単にストーリーの面白さだけにと

どまらず作者の人生経験や思想などに触れることがで

きる。そうした絵本の力は、入学したての1年生にも

届くはずであるし、また、必要なことでもある。

本単元を実践した2021年度は、新型コロナ感染症

によって、入学式後ただちに学校は休校となり、6月

からようやく通常の登校が始まった。その初日から1

年生の子どもたちに対して絵本の読み聞かせを行った。

本単元は1月の実践であるが、この6月から学年の

終了する3月までの間に、学級の子どもに読み聞かせ

た絵本の数は114冊を数えた。（子どもが自分で読ん

だ本を合わせると、多い子どもで250冊を超えた。）

また、読み聞かせ開始から半年後の12月には「読書

会」を開き、自分の読んだ本に対する思いや考えを伝

え合うことができるようになった。これらは「スイミー」

の読みの土台となるものであり、先に本節において、

その日常的な読書活動について記しておきたい。

登校が始まった6月より、読んだ絵本を記録する

「読書カード」を導入した。図2は、10冊ずつ1枚に

まとめる様式の6月および7月の記入例（一部）であ

る。導入当初は「題名、読み始め・読み終わりの日付、

ページ数」のみを記

入するものであった

が、平仮名書字の進

んだ 7月以降は、

「だれが、（最後に）

どうなった話」かを

記録できるようにし

た。読んだ本の内容

を教員が聞き取った

り、子ども同士が聞

き合ったりすること
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図2 読書カードの変容



を続けるうちに、図2のように、全員が話の大筋をま

とめて書けるようになった。

図3は、同化体験のためのワークシート（9月）の

一部である。絵本の物語「とんことり」「ラチとライ

オン」「おちゃのじかんにきたとら」について、それ

ぞれ中心となる人物である「かなえ」「ラチ」「ソフィー」

になったつもりで気持ちを書くというものである。こ

のシートの児童は、ソフィーの心情として「（とらが）

ごはんぜんぶたべちゃった！でもレストランにいけた

からいいや！」と書いているが、別の子どもは「もし

ぼくがソフィーだったら、だれかきたとおもって、み

たらとらだって、いえにあるものぜんぶたべられてか

なしい。」と書いており、その交流を通じて、子ども

たちは、「人によって感じ方が違う」読書の面白さに

気づくことができた。この読書活動による同化体験は、

1月末の「それぞれの感じ方でスイミーに寄り添う」

読みにつながっていくのである。

7 本実践における「読解」と「読書」

本節では「スイミー」を読む授業実践について、特

に、「読解」と「読書」の融合が見られた箇所を取り

上げる。子どもの言動をもとに、その効果について考

察する。

（1）教科書を「絵本」として読む

スイミーのいる所を挿絵と本文から考える、第２時

の活動である。スイミーと赤い魚のきょうだいたちが、

ふいに襲ってきたまぐろに飲み込まれてしまう場面で、

スイミーだけが海の底に向かって泳いで逃げ延びる。

このシーンを読んだとき、子どもたちの中に、スイミー

だけどうして下に逃げたんだろうと疑問が生じた。以

下は、その後の発言記録である。

これは「読解（本文を読む）」の時間なのだが、

1年生の子どもは、まるで絵本を読むときのように挿

絵の色づかい（ここでは明暗）に注目して情報を整理

し、物語のイメージを膨らまそうとしているのが分か

る。

二つの場面の絵のトーンを比較したC2の発言が契

機となって、物語の各場面のスイミーのいる環境を確

かめる活動に発展したのが興味深かった。絵本はペー

ジをめくる度に新しい発見があるものだが、「明るい＝

浅いところ」「暗い＝深いところ」というものの見方

を獲得した子どもたちが、レオ・レオニの絵に浸る様

子が窺えた。スイミーという人物に寄り添って読んで

いるからこそ、その彼がいる環境をよく知りたいとい

う思いがこの活動を勢いづけたのであろう。

（2）教科書と絵本（邦訳）を比べて読む

A児は、普段、興味関心がないことには反応しな

い子どもである。A児は数や計算には強いが、文字

を読むのが苦手である。したがって、ストーリー性の

高い絵本よりも絵から情報を吸収できる図鑑などを好

む傾向がある。

第6時、邦訳絵本『スイミー ちいさなかしこいさ

かなのはなし』を使って読み聞かせした時、A児は、

周りの子どもたち以上に大きな反応を示した。以下は、

その際のＡ児の行動と発言の記録である。
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C1 スイミーはかしこいから下に逃げたら逃げられ

るかもって知ってたんじゃないかな。

T 下に逃げたらいいの？

C2 はじめの挿絵を見てください。こっちは色が明

るいですよね。だから浅いと思います。でもま

C5（A児）（後ろの方に座っていたが、突然自分の

教科書を開いて前に持って来る）見て～、これ

（挿絵）と同じ。同じのがある。（教師や友達に

嬉しそうに見せる。大発見といわんばかりの喜

びよう）

T 同じだねえ。

図3 同化体験のためのワークシート

ぐろが襲ってきた海の方は色が暗いから最初の

場面よりは深いと思う。だから下にいったら暗

いってことかなあ。

このC2の発言をきっかけに、第3時の活動で言

葉や挿絵を基にして場面ごとにスイミーが「浅い海」

「深い海」どちらにいるのか考え始める。

C3 最後の場面は挿絵が光っているから「朝」とい

うことがわかりました。C2さんが挿絵からス

イミーが下にいってると言ってたから、暗いっ

て分かりました。

C4 C2さんが最初，まぐろに食べられてしまう。

スイミーが深い所に行く挿絵が深くなっている

なんて気がつかなかったです。



絵本にはあるが、教科書にはない挿絵はいくつもあ

る。東京書籍の場合には、スイミーが海の底で出会う

生き物の多く（「見たこともないさかなたち」「こんぶ

やわかめの林」「うなぎ」「いそぎんちゃく」）、「大き

な魚に化ける練習過程」の絵などが割愛されている。

A児は、先に教科書の「スイミー」に出会ったか

ら絵本の方が偽物だと言ったが、逆の順であれば教科

書の方を「うそだ」と指摘したに違いない。なお、そ

の後のA児は学級の子どもたちの本と教科書の挿絵

の違いについての話し合いを受け入れることができな

かったものの、これをきっかけにレオ・レオニの作品

に興味をもつことができたようである。

以下は、挿絵の違いを楽しむ子どもたちのやりとり

である。C7の発言をきっかけに話し合いが盛り上が

る。

仮にこの物語に挿絵がなければ、A児の「比べる」

という行為も、そこからつながる集団の気づきも生ま

れなかったであろう。

これに関わって松居は、「場面ごとに別々の絵画技

法を使い、力を込めた造形表現をしてい」るこのシー

ンこそが山場であると指摘する。「作者が最も語り伝

えたかったのは、一人になったスイミーが海の中を泳

いでいたとき」であって「みんなで力を合わせて大き

な魚を追い出した」最終場面は「物語の結果にすぎ」

ないと言い切っている11。

教科書を教材として指導する場合、作者レオ＝レオ

ニが力を入れて描いた「スイミーが一人で海を泳ぎ、

色々なものと出会う場面」を丸ごと感じることができ

ない。そこで本文「けれど、うみには、すばらしいも

のがいっぱいあった。おもしろいものを見るたびに、

スイミーはだんだんげん気をとりもどした。」をより

豊かに想像するためには、こうして翻訳絵本の読み聞

かせをするなどの工夫が必要であった。次項（3）で

述べる、他の絵本や図鑑を補助教材としたのも同じ理

由からである。

（3）教科書を多くの補助教材とともに読む

第7時には、以下に示す科学絵本や図鑑を補助教材

として用意した。

〔科学絵本〕

『魚からみたうみ』『海のぷかぷか～ただよう海

の生き物～』『海の忍者たち』『アザハタ王と海底

城』『ハリセンボンがふくらんだ』『さかなだって

ねむるんです』『魚のじまん話』『ウナギのひみつ』

（計8冊）

〔図鑑〕

『海のおさかな大百科1～4』『ふしぎな深海魚図

鑑』『深い海の魚』（計6冊）

これら14冊の中から、グループ（3､4人班）に1

冊ずつ渡し、一緒に読んで感想を交流した上で、全体

交流を行った。全体交流は、自分たちが読んだ本を電

子黒板に映しながら「いいなと思ったこと」「発見し

たこと」「考えたこと」を発表し合う活動であった。

以下は、その際の発言記録である。
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C6（A児）（読み聞かせが少し進み、教科書にない

挿絵を見つけ、慌ててまた出てくる）そんな所

（挿絵）ない！おかしいよお。こっち（教科書）

にはないよお。（絵本に対して）おかしい。う

そ（＝偽物）だ。違う！

C7 絵本には、うなぎやイソギンチャクや岩やわか

めや昆布などのページがいっぱいあって分かり

やすかったです。「スイミー」の他のシリーズ

も読みたいです。

C8 絵本にはスイミーが言った大きな魚になる時の

練習をしていた。でも教科書の絵では突然やっ

てた。あと、すぐできるとかみんなできひんか

ら、できたらおかしいやん。（絵本の「スイミー」

を見て理解が深まったことを伝えている）

C9 魚をスイミーが作っている途中の練習のところ

も初めて知れました。

C10途中、スイミーと魚が離れているって思ったけ

どC13さんが「今、なりかけ」って言ってくれ

たから分かりました。スイミーと魚が大きな魚

になった時、本当にばれなくてよかったって思

いました。教科書に載っている魚もいっぱいい

たけど、絵本では教科書よりいっぱいいたから

びっくりした。

C11この絵本に書いてるように、なんと「3000メー

トルから6000メートルの海の底にもシロウリ

ガイの仲間がかたまっている。音もない、深い

海の世界にも生き物がいる」そうです。だから

海は光が届かなくなるので下に行けば行くほど

暗くなっていくことが分かります。

C12（明るい絵を示しながら）海の浅い所には光が

こんなに届くし、（電子黒板に印や書き込みを

しながら）魚や生き物の色や数がたくさんです。

＜略＞

以下は、振り返りの時間の発言（一部）である。



この時間の「図鑑等を紹介し合う活動」を振り返る

発言は11人続いたが、上記の通り、スイミーの行動

や彼が泳いだ海中の様子に結びつけた内容が目立った。

これは「花まる」をたくさんつけた大好きなストーリー

をしっかり意味づけようとする子どもたちの思いが、

科学的な「読書」による情報を選択しているようにも

思われた。

（4）レオ＝レオニの作品とつなげて読む

表1－Ⅱに該当する実践である。教科書（東京書籍

1下）紙面では、いわゆる手引きの最後に「こんな本

もいっしょに」と題して、レオ・レオニの絵本4冊を

紹介している。これら4冊（『ニコラスどこにいって

たの？』『せかいいちおおきなおうち』『フレデリック』

『じぶんだけのいろ』）を含め、本実践では8作品、全

43冊を用意した。

単元を通して繰り返してきた「花まる」ポイントの

紹介活動をここでも貫いた形であり、子どもたちは、

作品を手にすればそれを読み、自分のお気に入りを見

つけて互いに伝え合うという流れにすっかり慣れてい

る。したがって、本項（4）では、そうした形式的な

手順のできばえではなく読みの質を問いたい。すなわ

ち、スイミーの「読解」と関連作品の「読書」がどの

ように響き合うのかに注目して整理、考察するという

ことである。

この時間の学習は、このような子どもの発言をきっ

かけに始まった。繰り返す学びが「縦（次、どうする

か）」だけでなく「横（他のものはどうか）」の方向に

も広がろうとしていることがよく分かる。

なお、「花まる」交流時には、発言のばらつきを防

ぐため、紹介し合う絵本を次の5冊に限定している。

（ ）内は、その選書理由である。

・『せかいいちおおきなうち』（「スイミー」と類似の

比喩表現「～のような」が含まれる）

・『フレデリック』（「スイミー」同様、周りの仲間と

違うところがある主人公が登場する）

・『あいうえおの木』（文字たちをばらばらにするあら

しが「スイミー」のまぐろに、文字が赤い魚に似る）

・『ニコラスどこにいってたの？』（「スイミー」のま

ぐろ同様、おそろしい生き物が登場する）

・『アレクサンダとぜんまいねずみ』（「スイミー」同

様、誰かを助ける）

以下は、『せかいいちおおきなうち』『フレデリック』

について「花まる」を伝え合っている子どもたちの発

言記録である。
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C13スイミーが下に行く理由が分かりました。下は

暗いからです。もしも、上に行って逃げたら光

で見えて見つかるから。（後略/イカの話）

C14スイミーは明るい所におったらマグロに食べら

れそうだったけど、スイミーは深いところに行っ

てたからスイミーは黒いし，まぐろに食べられ

へんかったからすごいなあと思いました。

C15C14さんが「スイミーは黒い」と言ってた言葉

は、深いし暗い。「スイミーは下に逃げたのは

一緒（自分の体の黒さと海の暗さ）だからです」

というのは考えられませんでした。

C16スイミーにも出てくるうなぎ。絵本で見たらう

なぎがめっちゃ小さいのからでかいのになるの

がすごいと思いました。（『ウナギのひみつ』）

C17C16さんがうなぎの赤ちゃんは透明だと言って

いました。

C18教科書にはない挿絵も見れてよかったよ。「チ

ロ」（先行して教科書で読んだ「おとうとねず

みチロ」の主人公のこと）のも実際の本で見て

みたいな。

C19スイミーのもっと違う本はあるかなあと思いま

した。もしあれば、その本、図書館に行って読

んでみたいなあ。

C20（『せかいいちおおきなうち』を見せながら）か

たつむりがまぐろで体が吸い取られていくのが

スイミーの赤い魚と同じだなあと思いました。

T どんな話やった？

C21チビかたつむりが大きいおうちが欲しいって言っ

たけど、お父さんがお話をして元の小さい殻の

ままでいた話。

C22（『フレデリック』を見せながら）「フレデリッ

ク以外のねずみたちは、とうもろこしを運んで

麦や木の実を集めて一応働いていますよね。で

も、フレデリックは別で働いていないように見

えます。でも、みんなが集めたもので初めは楽

しかったんです。（めくって）次のページにな

ると、集めたものはなくなるものです。フレデ

リックが集めたものはなくならないものを集め

ました。光や色や言葉をみんなにあげたんです。

この題名と本当に合っているなって思いました。

C23（続けて前に出る）スイミーと似ている所があっ

て、はじめフレデリックがぼうっとしていると

ころがスイミーの考えているところと似ている



子どもたちはこの活動においても、C20やC23の

発言に見られるように、物語「スイミー」に関連付け

て、紹介したい絵本の話をしている。授業者（筆者）

は、そうした交流活動が、絵本と絵本の関連性を紡ぎ、

作者レオ・レオニが大切にしている世界観に浸れるよ

うに、子ども相互の間をとりもっている。例えば、子

どもの気づきが周りによく伝わり、思考の刺激となる

ように発言内容の確認のための問いを発したりしてい

る。また、いつでも思考や想像の原点としての「スイ

ミー」の世界に戻れるよう、必要に応じて部分的な音

読を挟むなどしている。

「読解」と「読書」の往復には、聞き手としての授

業者の役割が欠かせないのである。

8 実践のまとめ

この実践に至るまでの半年間（6月～翌年1月）の

豊富な読書活動によって子どもたちの「読む」力は大

きく伸び、どの子も絵本の大筋を確かに捉えることが

できるようになった。

また、本単元の学習活動を通じて、子どもたちは

「花まる（いいなあと思ったこと、発見したこと、考

えたこと）」を探し、伝え合いながら「読む」ことを

終始楽むことができた。第7節（1）～（4）にまとめた

子どもの姿がよく示すように、教科書教材である「ス

イミー」の読み（読解）を軸にして多くの作品を味わっ

た（読書）ことで、レオ・レオニ作品を自然と比べ読

みする児童が多く生まれた。

これらのことから、指導案に掲げられた「内容の大

体を捉え、文章の内容と自分の体験を結びつけて、お

話の好きなところを見つけることができる」等、全て

の単元目標は達成できたと考えられる。

本実践の中で、ある子どもは「スイミーが、ひとり

になっていろんな素敵なものに出会っていくところが

いい」と言い、別の子どもは、「絵本の絵でスイミー

達がいろんな魚と会ったことに気がついた人もいるけ

ど、『そして』って書いてあるので『そして』の前に

いっぱいスイミーは違う魚に会っていると思います」

と伝えた。松井が、絵本作品『スイミー』の「意外な」

山場について論じているように、作品中の「一番大事

なこと」は、読み手によってそれぞれ違っており、い

ろいろな形で「お気に入り」として残っていけばよい

と捉えている。

最後に、本節（2）で個の姿を取り上げたＡ児につ

いて触れておきたい。A児はその後も（単元を通し

て）集中が持続していたが、この時間においてもC29

の後に一度挙手をし、また終盤には、『アレクサンダ

とぜんまいねずみ』の最後の場面の2匹のネズミが喜

んでいる絵を見せながら、自分の好きな場面として発

表することができた。絵本の「絵」の力は絶大であり、

そこから比較や想像などの思考が始まるという好例で

あろう。A児はこの学習を通して授業者の言葉だけ

でなく、仲間の話し言葉にもじっと耳を傾けていく子

どもに成長したと思っている。また、学習中の発言や

ワークシートの言葉から、このA児に限らず、それ

ぞれの子どもに「主体的・対話的」に学ぶ力が育った

と考えている。

子どもにとって、学びのきっかけは様々にあって良

いのである。この「読書」の魅力を「読解」に出来る

だけ多く取り入れる指導の試みが、授業者に気づかせ

てくれたことはとても大きい。

9 研究のまとめ

本研究の目的は、「読解」と「読書」が融合する指

導法の開発とその効果についての実証であった。第5

節から第8節にかけて、小学1年生の文学教材の授業

実践を通して、その検証を行った。

その結果、明らかになったことは以下の3点である。

①小学1年生の国語科教科書に採録された文学教材の

「読解」に「読書」的なアプローチを設定すること

は可能であり、その方法は「教科書を絵本として読

む」、「関連する図書と結びつけながら読む」など多

彩に考えられる。

②小学1年生の子どもは、挿絵からの情報、音声化さ

れた文字情報、および文字情報、それら三つを統合

して文学のストーリーを理解したり、場面の想像を

広げたりしている。挿絵からの一次情報は、言葉を

扱うことが苦手な子どもにも有効であり、かつすべ

ての子どもの読みを確かにすることに役立っている。

③関連する別の絵本や図鑑等を活用する「読書」的な

アプローチを文学教材の「読解」に生かすためには、

基になる作品の人物の行動や心情に十分に寄り添い、

その人物への関心を高めていることが重要である。
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と思いました。

T スイミーってどんなふうに考えていたかな？

そこ、読んでみよう

C全（音読）「スイミーはかんがえた。いろいろかん

がえた。うんとかんがえた。」

C24いろいろ考えたってあるからとても考えたんだ

と思います。



また、本研究「文学教材の読解・読書」にかかる今

後の研究課題として挙げられるのは次の2点である。

・今回明らかになったこと（①～③）を、何らかの形

で定量化して示し、その傾向を確かなものにする。

・中学年以上では、読解にどのような「読書」的なア

プローチが可能であるか実践研究する。

最後に、本実践を支えた授業者の日々の指導法につ

いて触れておきたい。授業者は年間を通じて膨大な数

の絵本（文学作品等）の読み聞かせを行ったことに加

え、意見を聞き合う学習習慣の徹底を図っている。

発言記録を確認すると「～なんて気が付かなかった

です」「～がすごいなあと思いました」「～というのは

考えられませんでした」等、多様な文末表現が並んで

おり、1年生が他者の発言をよく聞いていること、ま

た自分の学びと比較していることが分かる。こうした

対話が続く状況がなぜ成立するのかについて、授業者

は「子どもたちは普段から人の意見をしっかり聞くこ

とで、自分の考えが深まることを感じている」からで

あると言う。

本研究は、読解と読書との関わりを調べる目的で進

められたが、図らずも小学1年生の「自覚的な学び」

生成の可能性についても同時に示すこととなった。

（本稿の執筆は、第1～4節および第9節を大杉が、第

5～8節を山下が分担した。）
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